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平
成
二
十
四
年
度
定
時
総
会
が
六

月
六
日
︵
水
︶
午
後
一
時
か
ら
甲
田

文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
で
会
員
総

数
二
九
三
名
中
二
二
七
名
︵
う
ち
書

面
に
よ
る
議
決
権
九
四
名
︶
の
出
席

の
も
と
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

坪
井
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
来

賓
と
し
て
浜
田
一
義
安

芸
高
田
市
長
の
祝
辞
を

武
岡
隆
文
福
祉
保
健
部

長
が
代
読
、
藤
井
昌
之

市
議
会
議
長
よ
り
、
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
宮

田
浩
之
会
員
を
議
長
に

選
出
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

報
告
一　

平
成
二
十
三

　

年
度
事
業
報
告
に
つ

　

い
て

第
一
号
議
案　

平
成
二

　

十
三
年
度
計
算
書
類

　
︵
貸
借
対
照
表
及
び

　

正
味
財
産
増
減
計
算

書
︶
及
び
付
属
明
細
書
並
び
に
財

産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

　

監
査
報
告

報
告
二　

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計

画
書
及
び
収
支
予
算
書
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

役
員
︵
理
事
・
監
事
︶

の
選
任
に
つ
い
て

　

以
上
、
原
案
の
と
お
り
い
ず
れ
も

承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

前
理
事
長
の
坪
井
克
己
氏
、
前
理
事

の
山
口
康
文
氏
、
山
岡
正
子
氏
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い

て
、
代
表
理
事
︵
理
事
長
︶
沖
田
一

夫
氏
、
副
理
事
長　

実
方
政
義
氏
、

業
務
執
行
理
事
︵
常
務
理
事
︶
三
木

鐵
也
氏
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

平成₂₄年度　定時総会

　今
回
次
の
三
人
の
方
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

　長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　前
理
事
長

　坪
井

　克
己

　前 

理 

事

　山
口

　康
文

　前 

理 

事

　山
岡

　正
子
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役 員 名 簿
平成24年6月6日（敬称略）

新役員（理事・監事）
役　職　名 氏　　名 役職名 氏　　名 役職名 氏　　名

代表理事（理   事   長） 沖 田 一 夫 理 事 方 京 逸 朗 理 事 児　玉　征之助

理　　事（副 理 事 長） 実 方 政 義 理 事 行 友　　 勉 理 事 三 戸 秀 世

業務執行理事（常務理事兼事務局長） 三 木 鐵 也 理 事 小 積　　 讓 理 事 渡 邉 徹 也

理 事 福 丸 清 治 理 事 藤 原 憲 司 理 事 金 川 末 夫

理 事 山 田 数 敏 理 事 中 川 隆 士 監 事 川 角 一 郎

理 事 小 川 忠 昭 理 事 新 田 琢 磨 監 事 兼 近 浩 三

専門部会

　※必要に応じて、理事長及び事務局長を含む。

■普及啓発・福利厚生部会 ■総務部会 ■事業部会

役職名 氏　　名

部 会 長 児　玉　征之助

副部会長 金 川 末 夫

部 会 員 福 丸 清 治

部 会 員 新 田 琢 磨

部 会 員 実 方 政 義

役職名 氏　　名

部 会 長 行 友　　 勉

副部会長 藤 原 憲 司

部 会 員 三 戸 秀 世

部 会 員 山 田 数 敏

役職名 氏　　名

部 会 長 渡 邉 徹 也

副部会長 小 川 忠 昭

部 会 員 中 川 隆 士

部 会 員 小 積　　 讓

部 会 員 方 京 逸 朗

安全委員会 表彰選考委員会総括地域委員会

役職名 氏　　名

委 員 長 藤 原 憲 司

副委員長 行 友　　 勉

委 員 渡 邉 徹 也

委 員 児　玉　征之助

委 員 三 木 鐵 也

役職名 氏　　名

委 員 長 重 光　　 清

副委員長 玉 川 康 男

委 員 近 野 信 之

委 員 佐々木　眞　三

委 員 宮 田 浩 之

委 員 小田川　茂　樹

役職名 氏　　名

委 員 長 藤 原 憲 司

副委員長 近 野 信 之

委 員 小 積　　 讓

委 員 児 玉 征 之 助

委 員 重 光　　 清

委 員 玉 川 康 男

委 員 佐々木　眞　三

委 員 宮 田 浩 之

委 員 小田川　茂　樹
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新
役
員
の
紹
介

�

理
事

　福
丸

　清
治
　

�
�

（
吉
田
町
）

　

私
は

二
十
四

年
六
月

定
時
総

会
に
お

い
て
安
芸
高
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理

事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
要
な
役
目
を
担
う
こ

と
に
な
り
、
皆
様
の
一
層

の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
理
念「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

も
と
に
、
生
き
が
い
の
あ

る
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

理
事

　山
田

　数
敏　

�
�

（
吉
田
町
）

　

お
客

様
に
い

つ
ま
で

も
親
し

ま
れ
信

頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
事
業

の
発
展
の
た
め
シ
ル
バ
ー

パ
ワ
ー
全
開
で
頑
張
り
ま

す
。

�
理
事

　方
京

　逸
朗　

�
�

（
甲
田
町
）

　

こ
の

度
会
員

の
皆
様

の
ご
承

認
を
い

た
だ
き
、
理
事
の
大
役
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
事
業

が
地
域
の
皆
様
と
強
い
絆

を
築
い
て
い
け
る
よ
う
努

力
い
た
し
ま
す
。
諸
先
輩

の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

新
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

�

沖
田

　一
夫�

�

（
吉
田
町
）

　

こ
の

度
定
時

総
会
に

お
き
ま

し
て
理

事
に
選

任
さ
れ
理
事
会
で
推
挙
賜

り
、
公
益
社
団
法
人
安
芸

高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
理
事
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
沖
田
一
夫
で

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
今
の
厳

し
い
状
況
の
中
、
皆
様
方

の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ

う
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の

事
業
実
績
は
、
法
律
規
制

等
、
景
気
減
退
に
よ
る
受

注
減
に
よ
り
、
前
年
度
を

下
回
り
ま
し
た
。
厳
し
い

経
済
状
況
な
ど
い
く
つ
か

の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
今
年
度
事
業
計
画
に

掲
げ
て
お
り
ま
す
諸
施
策

を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
目
標
を
達
成
す

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

政
権
交
代
に
お
け
る
目
玉

施
策
で
あ
る
事
業
仕
分
け

が
、
二
度
も
実
施
さ
れ
、

補
助
金
の
減
額
に
よ
り
財

政
的
に
事
務
所
運
営
は
非

常
に
厳
し
く
な
っ
て
お
り

今
年
度
は
、
四
名
の
職
員

の
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

支
所
・
各
連
絡
所
に
お
け

る
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
る

と
存
じ
ま
す
が
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
会
員

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
の
理
念
の
も
と
常
に

心
の
こ
も
っ
た
就
業
に
よ

り
、
活
力
あ
る
安
芸
高
田

市
の
創
造
に
シ
ル
バ
ー
パ

ワ
ー
を
発
揮
し
て
頂
く
こ

と
を
切
望
し
て
粗
辞
な
が

ら
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

 

発
注
者
の
声

�

清
神
社
宮
司

　波
多
野
邦
彦
　

　

ひ
と
年
に
ひ
と
巡
り
、
七
月
は
清

神
社
の
夏
祭
り
、「
お
祇ぎ

園お
ん

さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
、
吉
田
の
浴

衣
の
着
は
じ
め
と
言
わ
れ
て
い
る
お

祭
り
で
す
。
提ち
ょ
う
ち
ん灯
に
灯あ
か
り火
が
と
も
り

夜
店
が
賑
わ
い
、
心
地
良
い
テ
ン
ポ

の
神
楽
囃
子
が
評
判
で
す
。

　

清
神
社
で
は
、
こ
の
時
期
、
参
道

の
生
垣
や
境
内
ま
わ
り
の
植
え
込

み
、庭
木
の
剪
定
な
ど
を
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
ね
て
、
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
佇
た
た
ず
まい
で
お
祭
り
に
備
え
ま

す
。

　

背
丈
の
高
い
木
に
は
、
長
い
ア
ル

ミ
の
梯
子
が
か
か
り
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
や
、
サ
ツ
キ
は
、
ほ
ど
良
く
刈

り
込
ま
れ
て
、
が・

っ・

そ・

う・

な
庭
は
、

見
違
え
る
ほ
ど
見
事
な
庭
園
？
に
変

わ
り
ま
す
。

　

今
年
も
10
人
の
チ
ー
ム
編
成
で
、

朝
の
涼
し
い
時
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ

は
手
際
よ
く
分
担
を
決
め
て
、
刈
り

込
み
に
か
か
る
チ
ー
ム
、
枝
・
葉
を

集
め
て
運
び
出
す
チ
ー
ム
な
ど
、
ま

こ
と
に
ま
と
ま
り
の
良
い
見
事
な
仕

事
ぶ
り
で
す
。
暑
い
陽
射
し
の
中
の

作
業
な
の
で
、
適
宜
頃
合
い
を
見
計

ら
っ
て
お
茶
に
し
て
い
た
だ
く
の
で

す
が
、
シ
ル
バ
ー
発
足
当
初
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
も
お
元
気
で
す
し
、
顔
馴

染
み
の
方
々
も
お
い
で
な
の
で
、
世

間
話
に
う
ち
解
け
る
こ
と
も
あ
っ
た

り
し
て
、
有
り
難
い
だ
け
で
な
く
感

謝
こ
の
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

無
理
な
く
、
怪
我
の
な
い
よ
う
に
精

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
清
神
社
は
、
シ
ル

バ
ー
の
方
々
の
し
た
た
る
汗
の
お
蔭

で
、
ス・

ガ・

ス・

ガ・

し
く
よ
み
が
え
り
ま

す
。

　

皆
様
方
の
お
元
気
な
ご
活
躍
に
心

か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
る
応
援
団
の
ひ

と
り
で
す
。
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安全パトロール

草刈講習会 6月27日（水）　28名

高齢者の健康管理講演会 　3月16日（金）　44名

春の剪定講習会 6月13日（水）　30名

　土師のどごえ公園多目的広場にて安芸北森林
組合�谷岡正登
氏、広島ビー
バーサービス�
高橋正明氏を講
師に招き、刈払
機の取扱や安全
整備について、
実習しました。

　土師ダム記念公
園にて、㈱立川園
芸土木　立川　諭
氏を講師に招き、
「松のみどり摘み」
と「庭木の管理」
について専門的な
ご指導をいただき
ました。

　安芸高田市民文化センター�クリスタルアー
ジョにおいて市役所福祉保健部保健師�谷口善
恵氏を講師に
招き、「すこ
やかな毎日を
過ごすため
に」の演題で
講演を開催し
ました。

　７月11日　安全委員８名　事務局３名の３
班編成で市内５ヶ所をパトロールしました。

講習会
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今
年
の
夏
は
、
近
年
に
な
い
暑
さ
に
少
々
ま

い
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
盆
も
過
ぎ
、
朝
、
夕
し
の
ぎ
や
す
い
時

候
と
な
り
ま
し
た
が
、
残
暑
は
ま
だ
厳
し
く
、
体
調
に
は
十
分

注
意
し
て
、
安
全
就
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

身
近
で
、
読
み
や
す
い
会
報
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
投
稿
、
写
真
等
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

●
ま
あ
い
い
と

　思
う
隙
間
に

　危
険
が
潜
む

�

津
田　

壽
司　
　

美
土
里
町

●
解
っ
と
る
よ

　そ
の
一
言
が

　事
故
招
く

�

冨
田　
　

忠　
　

八
千
代
町

●
安
全
は

　一
人
一
人
が

　守
る
も
の

�

塚
前　
　

創　
　

向 

原 

町

●
一
寸
ま
て
、
見
た
か
聞
い
た
か

　危
険
場
所

�

末
田　
　

勵　
　

向 

原 

町

●
安
全
は

　決
ま
り
の
遵
守
と

　体
調
管
理

�

山
中　

洋
子　
　

甲 

田 

町

●
慣
れ
た
作
業

　心
の
ゆ
る
み
が

　事
故
ま
ね
く

�

飯
森　

義
明　
　

吉 

田 

町

�

︵
順
不
同
︶

　

平
成
二
十
四
年
度
「
安

全
就
業
強
化
月
間
」
啓
発

活
動
と
し
て
、
会
員
の
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
安
全
就

業
標
語
の
募
集
を
行
い

二
十
八
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
沖
田
一
夫
理
事

長
ら
七
人
で
構
成
す
る
選

考
委
員
に
よ
り
、
投
票
で

次
の
六
名
の
会
員
の
作
品

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平成24年度　安全就業標語入賞
平
成
二
十
四
年
度

　安
全
就
業
標
語
入
賞
作
品

編

集

後

記

注意

〜
熱
中
症
の
予
防
法
〜

「
水
分
補
給
」
と

「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」
が

大
切
で
す

水
分
・
塩
分
補
給

●
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
の
補

給
熱
中
症
に
な
り
に
く
い

室
内
環
境

●
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

た
温
度
調
節

●
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境

の
確
保
（
カ
ー
テ
ン
・
す
だ

れ
等
）

●
こ
ま
め
な
室
温
確
認

体
調
に
合
わ
せ
た
対
策

●
こ
ま
め
な
体
温
測
定

●
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速

乾
の
衣
服
着
用

●
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ

ル
な
ど
に
よ
る
体
の
冷
却

外
出
時
の
注
意

●
日
傘
や
帽
子
の
着
用

●
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休

憩
●
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速

乾
の
衣
服
着
用

●
天
気
の
良
い
日
は
昼
下
が
り

の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え

る注
意
し
ま
し
ょ
う

①
暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
！

②
高
齢
の
方
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
！

③
ま
わ
り
が
協
力
し
て
、
熱
中

症
予
防
を
呼
び
か
け
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
！

④
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、

熱
中
症
予
防
を
忘
れ
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

作業中の
安全対策は
十分に！

� 会員数
地区 男 女 合計

吉　田 72 12 84
甲　田 49 31 80
八千代 29 6 35
美土里 24 4 28
高　宮 32 2 34
向　原 29 5 34
計 235 60 295

会
員
数

（
平
成
24
年
8
月
現
在
）


